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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・看護グループ内研修について

日時：7/30(水)、8/1(金)　 17:20～　　場所：メンタルケア病棟　3階

テーマ：救急対応　　講師：小泉Ns　久保Ns

対象：看護・介護スタッフ

出欠を7/29までに入力すること。

＜利用者様情報＞

・大久保　恒夫様～本人より架電あり、「具合が悪いから、7/31に外来で相談して入院したいと思っている」と話されている。どのように具合が悪いのかと確認すると、「口が動くのが治らない」「食欲が激しい」「煙草を辞めたい」と話す。また、昼夜逆転し、夜中に起きることがあるとのこと。3月頃より入院を考えていたが、妻様（大久保律子様）が1人で生活できるか心配なのと、お金がないのとで時期を延ばしていたと話す。現在は、律子様が1人で生活できるようになり、心の準備もできているようなので、入院相談することを決めたという。来週7/31（木）受診時に相談予定。

・繁名　和恵　様～寺沢様・青木様より、話し合いの場を設けたいと希望があり、応じている。病状に左右された行動に傷つけられたと相手が話したことに対して、「病気のせいなの。ごめんね。」と謝っている。昨日は相手が泣き出して話し合いが終了しているが、本日再度話し合い、お互い距離をおくことで了承している。

　　　　　　　　　本日来所時より、頭痛とめまいを訴え、静養室で休んでいる状態。週末に変化があるかもしれないため、グループホーム世話人に情報提供していく。

・寺沢　彩　　様～繁名様の今までの言動に傷つけられたため、一言伝えたいとのことで、スタッフ立会いで話し合いの場を設けている。「何でも病気にせいにしないで欲しい」と相手に伝えた後、しゃがみこんで泣き出しているため、話し合いは終了。本日改めて話し合いをし、お互い距離をとることで了承している。

・青木　紀子　様～以前携帯やバッグを取られた件について、繁名様に「傷付いた」と話されている。本日、改めて話し合いの場を設け、お互い距離をとることで了承。

・倉橋　生子　様～昨晩、青風荘にて稲垣様に対し、直接不満を長々と強い口調で話しておりスタッフが介入し、トラブルとはならなかったとの事。本日、稲垣様に対する不満は聞かれておらず、稲垣様と話す場面もあったがトラブルとなる事はなかったがスタッフへの話し掛けは多く見られている。

・長瀬　紘一郎様～ミキサーを使用して食事を作っているが、ミキサーの洗い方が不十分である為、ブラシを使って隅々まで洗わないと食中毒を起こす危険性があることを伝えるが、スタッフに指摘されると不機嫌となっている。声掛けにてブラシを使って洗浄しているが、声を掛けがないと汚れが残ったままにしている為、継続して声掛けと観察をしていく。
＜外来情報＞

・住吉　鉄男様～H25.9.5当院退院後、南山苑に入所していたが、H26.7.19よりシニアホーム南風苑に入所しているとの事で、今後当院での通院希望され、本日当院受診している。南風苑入所後も特に状態変化なく過ごされているとの事で、現在と同じ内容で処方継続している。次回は8月27日(水)元々の主治医である川端Dr診察予定としている。

・中村　功一様～当院退院後初外来となっている。施設入所後、徘徊、大声あり、他利用者様からクレームがあるが、徐々に施設内での生活には慣れてきているとの事。クエチアピン、マグミット追加処方し、便秘があるとの事で、シンラック2本、グリセリン浣腸120ｍｌ　10本、不眠時、不穏時用としてクエチアピン処方している。　

・関　秀治様～未だに瓶の蓋を開ける時等に右手の痛みが生じるとの事でハップスター３Ｐ処方となっている。

・駒木　博士様～建築関係の勉強等をしている際は集中できるが、医療関係の問題になると集中

力が無くなる時があると本人気にしている。主治医より医療関係については未

知の分野であり年齢もある事から集中力が低下するのは気にしなくて良い事説

明している。

・田名部　一樹様～「徐々に暑くなってきて眠れなくなる場合もあるからやっぱり眠剤は飲んだ方がいいんですかね？」と質問している。主治医より眠剤を服用しない事で夜間不眠となり生活リズムが崩れる可能性がある事説明している。また、「30分位昼寝してもいいですか？」と話す事あり、30分程度であれば仮眠時間を設けてもいい事説明している。

